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平成２６年度第５回学長選考会議議事要旨 

 
日 時：平成２６年９月１１日（木）１５時００分開会 

                               １７時５７分閉会 

    場 所：札幌駅前サテライト（教室１） 

       出席者：松岡（議長）、内田、祖母井、柿沼、蔵本、高橋、 
渡部、星野、阿部、玉井、佐藤、羽賀、戸田、佐川 

        欠席者：立川、城後 
 

 議事に先立ち、大久保委員が一身上の都合により辞任され、後任については、セン

ター選出の評議員である羽賀將衛保健管理センター所長が教育研究評議会で選出され

就任した旨、報告があった。 

 

【議 事】 

１．前回議事要旨の確認について 

  総務課長から、資料１に基づき前回会議の議事要旨が読み上げられたが、審議内

容について、読む人にわかりやすくもっと詳しく記載することとしたため、改めて

書面協議することとした。 

 

２．学長選考について 

  審議に先立ち、総務課長から資料３に基づき、文部科学省から通知のあった「学

校教育法及び国立大学法人法の一部を改正する法律及び学校教育法施行規則及び国

立大学法人法施行規則の一部を改正する省令について」のうち、学長選考に関わる

部分の説明があり、以下の質疑があった。 

・施行通知の「法改正の趣旨と学内等の教職員に広く周知・徹底した上で全学的

に実施」の記述について趣旨説明が求められ、事務局より「学長選考会議にお

ける学長選考や規則の見直しは、施行通知にあるように学長選考会議の「責任

と権限」に基づき主体的に行われるものである。なお、毎回の議事要旨につい

ては、学長選考会議において確認後、公開しているところであるが、その公開

内容については、公正中立で自由闊達な議論に影響がでないよう、その都度判

断しているところ。施行通知について学内に周知を行った以上の対応は、この

学長選考会議では考えていない。また、「全学的に」の趣旨は、教職員から意

見を求めるという趣旨ではなく、各学部・キャンパスには、総務部（総務課）

で把握できていない独自の規則等があるであろうことから、漏れのないように

見直し作業を行っていただきたいという意味と確認している。」と説明があっ

た。 

 

（１）学長選考会議規則 

前回までの議論を踏まえ、学長選考会議規則の一部を改正する規則（案）の

改正内容について資料４のとおり了承した。なお、施行日については、学長選

考規則と併せることとした。 
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（２）公募と推薦 

前回の議論を踏まえ、学長候補者の募集方法を公募又は推薦で行うことにつ

いて、資料５、資料６及び資料７に基づき総務課長から説明があり、広く学長

候補者を募る要件となっていることから修正案のとおり了承された。なお、候

補者を一定数に絞り込む人数については、複数の意見があり、本日の議論を踏

まえ次回事務局案を提示することとした。 

  

（３）意向聴取 

   学内委員から意向投票の意義について説明がなされた後、意見交換が行われ

た。 

   教職員の意見を聴取する方法には、投票による他、望ましい学長像を作成す

るに当たって意見を伺う機会や立会演説会における質疑があるとの意見が出さ

れ、審議を行った結果、意向投票を行うか否かについては、次回決定すること

とした。 

（主な意見） 

・学長選考会議の責任と権限の下で主体的に選考することが重要である。 

・意向投票という形ではなく、意向聴取という形で意見を十分に聴く機会をつく

れば十分である。 

・意向投票は必要であり、その結果をどう扱うかは選考会議が決めることである。 

・投票は、最後の数字しか見えない。立会演説会を実施する案は、候補者の人と

なりや考え方、熱意の有無などを直接把握することが可能であるとともに、そ

の場に立ち会うことにより有効に学内の方々の考えや事情を知ることができ

る。 
・今の時期は端境期であり、意向投票廃止は時期尚早である。 
・誰が学長候補に相応しいかではなく、どういう学長像が望ましいかを意向聴取

すべき。 

・望ましい学長像を作るために教職員からの意見を聴いて議論することが本来の

姿である。 

 

（４）学長の任期について 

学長の任期について、１期目の任期を４年とし、その後の任期については２

年又は４年との意見があったが、引き続き次回審議することとした。 

 

３．その他 

○現在の議論の概要に関心を持っている教職員に周知する時間が必要との意見を踏

まえ、本日の議事要旨（案）を２週間以内に各委員に照会し、意見を集約のうえ修

正したものを、今回のみの特例として次回会議前に公開する、との事務局提案につ

いて了承された。 

 

○次回（第６回）会議を、平成２６年１０月６日（月）１４時００分から、札幌駅

前サテライトで行うこととした。 

 

以  上 



 

平成２６年度 第５回学長選考会議開催要項 

 

 

 

○日 時  平成２６年９月１１日（木）１５時００分～１８時００分 

 

○場 所  札幌駅前サテライト「教室１」 

（札幌市中央区北５条西５丁目７） 

 

 ○議 題 

 

  （１）学長選考について 

  

  （２）その他 

     ・第６回会議の日程について 

 

 

 

 

 

 

 ○配付資料 

   資料１ 学長選考会議委員名簿（平成２６年９月１０日現在）  

   資料２  平成２６年度第４回学長選考会議議事要旨（案） 

資料３ 学校教育法及び国立大学法人法の一部を改正する法律及び学校教育法施行

規則及び国立大学法人法施行規則の一部を改正する省令について（通知） 

    内部規則等の総点検・見直しの実施について（事務連絡） 

資料４ 国立大学法人北海道教育大学学長選考会議規則の一部を改正する規則（案） 

資料５  学長選考における推薦・公募比較 

資料６  推薦及び公募のメリット・デメリット一覧 

資料７  国立大学法人北海道教育大学学長選考規則（たたき台） 

 

 

 

 

       



学長選考会議委員名簿（平成２６年９月１０日現在）

選 出 区 分 氏 名 現 職 等

渡 部 英 昭 副学長（札幌校担当）

星 野 立 子 副学長（函館校担当）

教育研究評議会 阿 部 修 副学長（旭川校担当）

委員（７名）

玉 井 康 之 副学長（釧路校担当）

（規則2条1項1号）

佐 藤 徹 副学長（岩見沢校担当）

※羽 賀 將 衛 保健管理センター所長

戸 田 ま り 附属札幌小学校長

内 田 和 幸 ＪＡ北海道中央会副会長

○祖母井 里重子 弁護士（廣岡・祖母井法律事務所）

経営協議会委員 柿 沼 博 彦 前 北海道旅客鉄道株式会社特別顧問

（７名）

蔵 本 康 彦 元 北海道小学校校長会長

（規則2条1項2号）

高 橋 孝 助 前 宮城教育大学長

立 川 宏 北海道教育委員会教育長

※五十音順 ◎松 岡 和 久 公益財団法人ＣＩＥＳＦ副理事長

理事（２名） 城 後 豊 理 事

（規則2条1項3号） 佐 川 正 人 理 事

◎議長

○議長代理

※26.9.10～新規委員
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平成２６年度第４回学長選考会議議事要旨（案） 

                                                             
 

日 時：平成２６年８月６日（水） １６時５５分開会 

                               １９時００分閉会 

    場 所：ＫＫＲホテル札幌（３階）エルム 

       出席者：松岡（議長）、内田、祖母井、柿沼、蔵本、高橋、 

渡部、星野、阿部、玉井、佐藤、大久保、戸田、 

城後、佐川 

        欠席者：立川 

 

○議 事 

１．前回議事要旨の確認について 

  総務課長から、資料１に基づき、前回会議の議事要旨が読み上げられ、確認・了

承した。 

 

２．学長選考について 

  審議の前に、前回会議で議長が口頭で確認した「学長選考会議の権限と責任」の

根拠について、総務課長から資料２に基づき説明があり、構成員で再確認を行った。 

続いて、同じく総務課長から、資料３に基づき学長選考会議規則及び学長選考規

則の修正案について説明があり、審議の結果、学長選考会議規則の修正案及び学長

の選考時期を任期満了の３月前とすることを了承し、学長候補者の公募・推薦、学

内者の意向聴取の方法については、引き続き次回会議で審議することとした。 

 

３．その他 

 ○次回（第５回）会議を、平成２６年９月１１日（木）１５時００分から、札幌駅

前サテライトで行うこととした。 

 

以  上 
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国立大学法人北海道教育大学学長選考会議規則の一部を改正する規則（案）

制 定 平成26年 月 日

平 成 2 6 年 規 則 第 号

（改正理由）

国立大学法人法（平成15年法律第112号）の改正に伴い，所要の改正を行うものである。

国立大学法人北海道教育大学学長選考会議規則（平成16年規則第132号）の一部について，下

表右欄（「現行」欄）を，同表左欄（「改正後」欄）のように改正する。

改正後 現行

第１条 （略） 第１条 （略）

（組織） （組織）
第２条 学長選考会議は，次に掲げる委員で 第２条 学長選考会議は，次に掲げる委員で

組織する。 組織する。
(1)～(3) （略） (1)～(3) （略）

２ 前項各号に掲げる委員が，学長候補者と ２ 前項各号に掲げる委員が，学長候補者と
なる場合は，国立大学法人北海道教育大学 して選任されたときは，委員を辞任しなけ
学長選考規則（平成16年規則第157号）第３ ればならない。
条第２項に規定する望ましい学長像の作成
後，同規則第○条に規定する募集の締切日
までに委員を辞任しなければならない。た
だし，応募により学長候補者となった場合
は，委員を辞任したものとみなす。

３・４ （略） ３・４ （略）

（審議事項） （審議事項）

第３条 学長選考会議は，次の事項を審議す 第３条 学長選考会議は，次の事項を審議す

る。 る。

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略）

(3) 学長の業績評価に関する事項 （新設）

(4) 学長の解任に関する事項 (3) 学長の解任の申出に関する事項

(5) （略） (4) （略）

第４～第６条 （略） 第４～第６条 （略）

（議事の公開）

第７条 学長選考会議の議事要旨及び配付資 （新設）

料は，本学のホームページにおいて公表す

る。

第８条・第９条 （略） 第７条・第８条 （略）

附 則

この規則は，平成 年 月 日から施行す

る。
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国立大学法人北海道教育大学学長選考会議規則

制 定 平成16年６月29日

平 成 1 6 年 規 則 第 1 3 2 号

（趣旨）

第１条 この規則は，国立大学法人北海道教育大学運営規則（平成16年規則第17号。

以下「運営規則」という｡)第４条第２項の規定に基づき，国立大学法人北海道教育

大学学長選考会議（以下「学長選考会議」という｡)の議事の手続きその他学長選考

会議に関し必要な事項を定める。

（組織）

第２条 学長選考会議は，次に掲げる委員で組織する。

(1) 運営規則第６条第２項第３号から第９号までの評議員のうち，教育研究評議会

において選出されたもの ７人

(2) 運営規則第７条第２項第５号に掲げる経営協議会委員 ７人

(3) 学長選考会議において選出された理事 ２人

２ 前項各号に掲げる委員が，学長候補者となる場合は，国立大学法人北海道教育大

学学長選考規則（平成16年規則第157号）第３条第２項に規定する望ましい学長像

の作成後，同規則第○条に規定する募集の締切日までに委員を辞任しなければなら

ない。ただし，応募により学長候補者となった場合は，委員を辞任したものとみな

す。

３ 前項の規定により，第１項第１号又は第３号の委員が欠員となったときは，補欠

の委員を補充するものとする。ただし，同項第３号の委員を補充することができな

いと認められる場合は，この限りでない。

４ 第２項の規定により，第１項第２号の委員が欠員となったときは，同項第１号の

委員の数を同項第２号の委員と同数とし，学長選考会議を組織するものとする。

（審議事項）

第３条 学長選考会議は，次の事項を審議する。

(1) 学長候補者の選考に関する事項

(2) 学長の任期に関する事項

(3) 学長の業績評価に関する事項

(4) 学長の解任に関する事項

(5) その他学長の選考に関し必要な事項

（任期）

第４条 委員の任期は，それぞれ教育研究評議会評議員，経営協議会委員又は理事と

しての任期と同一とし，再任されることができる。

（議長）

第５条 学長選考会議に議長を置き，委員の互選とする。

２ 議長は，学長選考会議を主宰する。

３ 議長に事故があるときは，あらかじめ議長が指名した委員がその職務を代理する。

（議事）

第６条 学長選考会議は，委員の３分の２以上が出席しなければ，会議を開き，議決

することができない。

２ 学長選考会議の議事は，出席した委員の過半数をもって決定し，可否同数のとき

は，議長の決するところによる。

３ 前項の規定にかかわらず，第３条第３号に規定する学長の解任の申出の決議は，
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出席した委員の３分の２以上をもって決定する。

（議事の公開）

第７条 学長選考会議の議事要旨及び配付資料は，本学のホームページにおいて公表

する。

（事務）

第８条 学長選考会議の事務は，総務部総務課において行う。

（雑則）

第９条 この規則に定めるもののほか，学長選考会議に関し必要な事項は，学長選考

会議の議を経て，議長が別に定める。

附 則

この規則は，平成16年６月29日から施行する。

附 則（平成18年４月28日平成18年規則第４号 改正）

この規則は，平成18年４月28日から施行する。

附 則（平成23年２月23日平成22年規則第25号 改正）

この規則は，平成23年２月23日から施行する。

附 則（平成26年 月 日平成26年規則第 号 改正）

この規則は，平成 年 月 日から施行する。



H26.9.1

推　　　　薦 公　　　　募 推　　　　薦 公　　　　募

周知方法
ホームページ
学内統合グループウェア

ホームページ ホームページ ホームページ

周知
（公示）
事項

学長選考手続の概要
学長選考を行う理由
学長選考の基準（望まし
い学長像を含む）
学長の任期
学長選考の方法及び日
程（学長選考開始の公
示，学長候補者の受付通
知，意向聴取日程を含
む）
学長決定の方法
学長選考会議が必要と
認める事項（各種様式・
関係規則）

学長選考手続の概要
学長選考を行う理由
学長選考の基準（望まし
い学長像を含む）
学長の任期
学長選考の方法及び日
程（学長選考開始の公
示，学長候補者の受付通
知，意向聴取日程を含
む）
学長決定の方法
学長選考会議が必要と
認める事項（各種様式・
関係規則）

学長選考手続の概要
学長選考を行う理由
学長選考の基準（鹿屋体
育大学の概要，学長の職
務，求められる資質）
学長の任期
学長選考の方法及び日
程（学長選考開始の公
示，学長候補者の受付通
知，意向聴取日程を含
む）
学長決定の方法
応募書類の提出先及び
問合せ先

学長選考手続の概要
学長選考を行う理由
学長選考の基準（鹿屋体
育大学の概要，学長の職
務，求められる資質）
学長の任期
学長選考の方法及び日
程（学長選考開始の公
示，学長候補者の受付通
知，意向聴取日程を含
む）
学長決定の方法
応募書類の提出先及び
問合せ先

募集期間 １０日間（前回選考時） ３０日以上の期間 ６０日間（前回選考時） ６０日間（前回選考時）

推薦人
学外委員１人以上
学内有資格者１０人以上

○人以上
学外委員１人以上
学内有資格者１人以上

１人以上
（大学（短期大学）等で教
育研究等に従事している
方若しくは従事していた
方又は体育大学の特性
を熟知している方が望ま
しい。）

応募の
主体

推薦人 本人 推薦人 本人

応募資格

人格が高潔で，学識が優
れ，かつ，本学における
教育，研究及び社会貢献
活動を適切かつ効果的
に運営することができる
能力を有する者
（学内外を問わない）

人格が高潔で，学識が優
れ，かつ，本学における
教育，研究及び社会貢献
活動を適切かつ効果的
に運営することができる
能力を有する者
（学内外を問わない）

人格が高潔で，学識が優
れ，かつ，本学における
教育研究活動を適切か
つ効果的に運営すること
ができる能力を有する者
（学内外を問わない）

人格が高潔で，学識が優
れ，かつ，本学における
教育研究活動を適切か
つ効果的に運営すること
ができる能力を有する者
（学内外を問わない）

応募書類
推薦書
学長候補者調書
所信

推薦書
学長候補者調書
所信

公募推薦書
学長候補者応募届出書
履歴書
業績概要
所信表明書

公募推薦書
学長候補者応募届出書
履歴書
業績概要
所信表明書

書類提出
方法

持参又は郵送 持参又は郵送 持参又は郵送 持参又は郵送

学長候補
者の選考
(絞り込み)

対象 対象 対象 対象

学長選考における推薦・公募比較

本学（案） 鹿屋体育大学

m_shirakashi
スタンプ



項　　　目 推　薦 公　募

立候補のため、自発的意志のある者が候補者となる。 ○

対外的に開かれた大学をアピールすることができる。 ○

メ 広く人材を募ることができ、新しい血を入れることができる。 ○ ○

リ 推薦人がいることにより、候補者が選考基準に合致している担保がある。 ○

ッ 学内者が誰を候補者としたいかわかる。 ○

ト 推薦人が候補者の人物像を理解しているため、募集期間が（公募より）短くてすむ。 ○

従来どおりの手続きのため、学内の混乱は少ない。 ○

候補者が乱立する可能性があり、その場合、選考作業が膨大になる。 ○

候補者がいない可能性もある。（鹿屋体育大学は公募による応募は「０」） ○

デ 誰が推薦人になるのか、また、その推薦人を選考委員が見極められない。 ○

メ 英語での公募も行うのか。もしそうした場合は、事務作業が繁雑になる。 ○

リ 公募するのであれば募集期間を長くする必要があり、日程的余裕がなくなる。 ○

ッ 候補者が、単純にキャンパス毎の代表となる可能性がある。 ○

ト 推薦人の数により、選考委員の選考判断に影響が起こる可能性がある。 ○

知らない人物を書類や面接で見極めることは難しい。 ○ ○

推薦と公募の両方で募集すると、選考や事務作業が混乱する可能性がある。 ○ ○

推薦及び公募のメリット・デメリット一覧

m_shirakashi
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国立大学法人北海道教育大学学長選考規則 H26.9.11

根 拠
【国】国立大学法人法改正

修正案 各委員からの意見 【ま】中教審「大学のガバナンス改革の推進に
ついて（審議まとめ）」取りまとめ（平成26
年2月12日）

（趣旨） 【現状】
第１条 この規則は，国立大学法人北海道教育大

学学長選考会議規則（平成16年規則第132号。
以下「学長選考会議規則」という。）第８条の
規定に基づき，国立大学法人北海道教育大学（以
下「本学」という。）の学長の選考に関し必要
な事項を定める。

（選考機関） 【現状】
第２条 学長の選考は，国立大学法人北海道教育

大学学長選考会議（以下「学長選考会議」とい
う。）が行う。

（選考基準） ★学長選考会議がどのような基準を定めるかにつ ★学長の選考基準について★
第３条 学長となることのできる者は，人格が高 いて，徹底的に議論すべきである。

潔で，学識が優れ，かつ，本学における教育， ★例えば，選考委員一人ひとりが自分のビジョン 【国】第１２条
研究及び社会貢献活動を適切かつ効果的に運営 を出して，そういったものを刷り合わせて，教 ７ 第二項に規定する学長の選考は、人格が
することができる能力を有する者とする。 員養成大学のあるべき姿や再編というものをど 高潔で、学識が優れ、かつ、大学における

２ 学長選考会議は，学長の選考に際し，あら のように我々自身が描くのかというビジョンを 教育研究活動を適切かつ効果的に運営する
かじめ，前項の規定に基づく「望ましい学長 持って学長を選ばなければならない。 ことができる能力を有する者のうちから行
像」を作成し，提示するものとする公表しな ★今日的課題に即した学長像を明示した基準を， わなければならない。
ければならない。 望ましい学長像の中に盛り込まなければならな

３ 学長選考会議は，前項の望ましい学長像を い。 ７ 第二項に規定する学長の選考は、人格が
作成するに当たっては，学内の教職員の意見 ★意向投票は本当に必要なのかということを感じ 高潔で、学識が優れ、かつ、大学における
を聴くことができる。 た。具体的には，望ましい学長像を選考会議の 教育研究活動を適切かつ効果的に運営する

中で策定するが，その中に学内の意見を反映さ ことができる能力を有する者のうちから、
せるとか参考にするとか，策定する過程の中で， 学長選考会議が定める基準により、行わな
大学の組織の意見を入れていけば良いのではな ければならない。
いか。最終的に学長を決めるのは，学長選考会 ８ 国立大学法人は、第二項に規定する学長
議である。 の選考が行われたときは当該選考の結果そ

★チェックしていくのは，こういう人を選んだと の他文部科学省令で定める事項を、学長選
いうチェック項目があれば，それで業績評価は 考会議が前項に規定する基準を定め、又は
できるため，何が課題で何を解決するかという 変更したときは当該基準を、それぞれ遅滞
ことを明確にして，それが出来る人を選ぶとい なく公表しなければならない。（新設）
うことが基本ではないか。

m_shirakashi
スタンプ
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（選考の時期） 【現状】
第４条 学長選考会議は，次の各号のいずれかに

該当する場合に学長の選考を行う。
(1) 学長の任期が満了するとき。
(2) 学長が辞任の申出をし，文部科学大臣がこ

れを受理したとき。
(3) 学長が解任されたとき又は欠員となった

とき。
２ 学長の選考は，前項第１号に該当する場合

は，任期満了の２３月前までに，同項第２号
又は第３号に該当する場合は，その都度速や
かに行う。

（任期） 【現状】 ★現行では，学長の任期は４年プラス再任２年と ★学長の任期について★
第５条 学長の任期は４年とし，再任を妨げな なっているが，なぜ再任は２年なのか。今後， 【ま】Ｐ.２４

い。ただし，再任は１回限りとし，その任期 学長の業績評価もこの会議でやっていくのであ Ⅲ－３．学長の選考・業績評価
は，２年とする。 れば，４年プラス４年プラス４年ということも （３）学長の任期

２ 前項の規定にかかわらず，学長が辞任，事 考えられるのではないか。 ○ 学長の任期については，現在，国立大学法
故等により欠けた場合における後任の学長の 人及び公立大学法人では，2年以上6年を超え
任期は，任命の日から３年を経過する日以後 ない範囲とされているが，再任されることが
における最初の９月30日までとする。 できると法定されている。私立大学について

３ 第１項ただし書の規定にかかわらず，学長 は法律上の規定はなく，各大学の判断に委ね
選考会議は，特に必要と認める場合，教育研 られている。学長の任期については，基本的
究評議会の意見を聴取の上，さらに２年に限 に各大学が判断すべき事柄ではあるが，過度
り再任させることができる。 に短い場合には，大胆な改革を行うことは困

難であり，各大学の中長期的なビジョンを踏
（任期） 【委員の意見を踏まえた改正案】 まえながら，安定的なリーダーシップを発揮
第５条 学長の任期は４年とし，再任を妨げな できるよう，それぞれに適した年数の任期を

い。ただし，再任は１回限りとし，その任期 設定すべきである。
は，２年とする。

２ 前項の規定にかかわらず，学長が辞任，事 ○ 国立大学法人等については，学長が必要な
故等により欠けた場合における後任の学長の 任期を確保することができるよう，例えば，
任期は，任命の日から３年を経過する日以後 学長選考組織が，それまでの業績を確認し，
における最初の９月30日までとする。 優れた業績を上げていると判断した場合は，

３ 第１項ただし書の規定にかかわらず，学長 1 期目の選考時には，学長選考組織が意向投
選考会議は，特に必要と認める場合，教育研 票を行うことが適当と判断した場合であって
究評議会の意見を聴取の上，さらに２年に限 も，再任時には意向投票を行わずに再任を認
り再任させることができる。 める等，柔軟な手続にしておくことも重要で

ある。

（学長候補者の選考） ★学長というのは別の職種だと考えなければなら ★学長候補者の公募について★
第○条 学長選考会議は，第５条第３項の規定に ない。そういう意味では，これまで本学は学内 【ま】Ｐ.２３

基づく選考を行う場合を除き，次に掲げる事項 から学長を出してきたが，アメリカの例のよう Ⅲ－３．学長の選考・業績評価
を定め，学長候補者を募集するものとする。 に外部から連れて来るということを考える必要 ○ 例えば，米国においては，学長選考に際し
(1) 学長選考手続きの概要 もあるのではないか。 て，学長の職務内容（job description）を
(2) 学長選考を行う理由 明示した上で，広く公募することが一般的で
(3) 学長選考の基準 ある。すなわち，学長として達成すべきミッ



- 3 -

(4) 学長の任期
(5) 学長選考の方法及び日程（面接及び学長候 ションや，候補者に求められる大学マネジメ

補者の抱負を聴く機会の予定の日程を含む。） ントの経験，教育研究に関する業績等をあら
(6) 学長決定の方法 かじめ示した上で，学長選考委員会（Search
(7) その他，学長選考会議が必要と認める事項 【課題】 Committee）が，人材サーチ会社なども活用

２ 前項の募集は，大学のホームページ及び全学 公募と推薦については，「両方とも同時に実施す しながら幅広く人材を集めている。こうした
統一グループウェアへの掲載により行う。 る」のか，「どちらか一方を実施する」のか，検 取組も参考になる。

（学長候補者の推薦） 討が必要。
第６条３ 学長選考会議は，前条第３項の規定に

基づく選考を行う場合を除き，次に定めるとこ
ろにより学長候補者の推薦を受けるものとす
る。第１項の応募者は，次に掲げるいずれかの
推薦を必要とする。 ★選考方法を明確化しなければいけない。第６条
(1) 学長選考会議規則第２条第１項第２号に規 の推薦方法，第７条の所信等及び第８条の面接

定する委員の推薦（以下「外部委員推薦」と のやり方などを慎重に議論して，大学に公示し
いう。） ながら，公表しながら，選考会議の場だけでな

(2) 本学役員及び職員による学長候補者推薦の く，各教職員の前で面接議論あるいは演説など
有資格者（以下「学内の有資格者」という。） も含めて，選び方のプロセスを選考会議で決定
10人以上の連署による推薦（以下「学内推薦」 すべきである。
という。） ★候補者がどういうビジョンを持って，どういう

２４ 前項の推薦に当たって第１項の応募者は， 考えで大学運営を進めようとしているのかを知
被推薦者の同意を得た上で推薦書，学長候補者 る機会が必要である。
調書及び履歴書所信を学長選考会議議長に提出 ★対立候補がいれば，立ち会い演説会をやれば良
するものとする。 い。そうすることで，学内の意見が集約できる。

３５ 第１３項第２号に規定する学内の有資格者
は，次に掲げる者とする。
(1) 学長
(2) 理事
(3) 大学教員
(4) 附属学校教員のうち，副校長，副園長，主

幹教諭及び教務主事の職にある者
(5) 教員以外の職員のうち，事務系職員の係長

相当職以上の職にある者
６ 第１項の応募の期間は，30日以上の期間を設

定することを原則とする。
７ 学長選考会議は，応募者が○人以上であった

場合には，第４条の規定により提出された書類
を審査した上で，選考を行うものとする。

８ 前項の規定により選考される学長候補者は，
○人以内とする。

９ 学長選考会議は，学長候補者から提出された
所信等を公表するものとするとともに立会演説
等により，学長候補者のビジョン及び望ましい
学長像に基づく方針を聴く機会を設けるものと
する。
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（学長候補者による所信等） ＜事務局からの意見＞
第７条 学長選考会議は，前条の規定により推薦 第７条は，被推薦者の意思確認，所信等の提出

された学長候補者に対し，学長候補者となる 及び所信等の公表について規定されていますが，
ことの意思を確認するとともに，学長選考会議 第６条第２項において推薦に当たっては被推薦者
が定める様式により所信の提出を求めるものと の同意を既に得ており，かつ，改正案では公募及
する。 び推薦の際に所信等を提出するため，第７条は不

２ 学長選考会議は，学長候補者から提出され 要と考えました。（所信等の公表は，「学長候補者
た所信等を公表するものとする。 の選考」の条で記載）

（意向聴取及び面接）【案１】意向投票実施 ★意向聴取は，大事にしないといけないところで ★「意向聴取」及び「学長の選考」について★
第８条 学長選考会議は，学長候補者選考の参考 はないかと思う。

とするため，必要に応じて学内の有資格者に対 ★意向投票の在り方を考えないといけない。 【国】第１２条
する意向聴取及び学長候補者に対する面接を実 ★意向投票は本当に必要なのかということを感じ ７ 第二項に規定する学長の選考は、人格が
施する。 た。具体的には，望ましい学長像を選考会議の 高潔で、学識が優れ、かつ、大学における

２ 意向聴取は，投票によるものとし，第一次意 中で策定するが，その中に学内の意見を反映さ 教育研究活動を適切かつ効果的に運営する
向投票及び第二次意向投票により行うする。 せるとか参考にするとか，策定する過程の中で， ことができる能力を有する者のうちから行

３ 第一次意向投票は，学内推薦による学長候補 大学の組織の意見を入れていけば良いのではな わなければならない。
者が５人を超える場合に実施する。 いか。最終的に学長を決めるのは，学長選考会

４３ 第二次意向投票前項に規定する投票は，外 議である。 ７ 第二項に規定する学長の選考は、人格が
部委員推薦による学長候補者及び第一次意向投 ★選挙は，良い意味でも悪い意味でも結果が分か 高潔で、学識が優れ、かつ、大学における
票の結果に基づく上位５人の学内推薦による学 りやすく出るため，納得感があるが，学長とい 教育研究活動を適切かつ効果的に運営する
長候補者又は第一次意向投票を実施しない場合 うかトップを選ぶというのは，中々基準は難し ことができる能力を有する者のうちから、
の学内推薦による第○条の規定により選考され いだろう。 学長選考会議が定める基準により、行わな
た学長候補者を対象に実施する。 ★自分たちの組織のトップを決める時に，組織の ければならない。

５ 面接は，前項に規定する学長候補者を対象に 人間の投票が参考になること自体が，不思議な ８ 国立大学法人は、第二項に規定する学長
実施する。 制度である。 の選考が行われたときは当該選考の結果そ

（意向聴取及び面接）【案２】意向投票非実施 ★意向投票がダメだとは言っていない。意見を言 の他文部科学省令で定める事項を、学長選
第８条 削除 わせる，腹を聞く，そういう場をセットできる 考会議が前項に規定する基準を定め、又は

かどうかが，これからの話の核心である。 変更したときは当該基準を、それぞれ遅滞
（面接） ★学内の方たちの考え方は，学外の委員はあまり なく公表しなければならない。（新設）
第○条 学長選考会議は，第○条の規定により選 知る機会がないので，例えば学長選考会議の選

考された学長候補者を対象に，面接を実施する。 考の手続きの中で正式な手続きとして聞く機会
を作るのか，それとも，もしこの会議が業績評
価までやるとすれば，それは継続的な仕事にな
ってくるので，いろんな情報収集の一環として
やるのか，それはまさに制度作りの問題なので
これから議論していくことになるだろう。

（学長の選考） 【課題】 【ま】Ｐ.２４
第９条 学長選考会議は，前条第４項に規定する 「１人を決定する」方法は，審議し合意が得られ Ⅲ－３．学長の選考・業績評価

第○条の規定により選考された学長候補者のう ればそれで決定し，区々であれば投票により決定 （２）国立大学法人等における学長選考
ちから，審議した上で，１人を決定する。 する。 ○～略～，一部の国立大学等では，その内部規

２ 学長選考会議は，前項により決定した学長候 則等において，法人化以前と同様に，実質的
補者に対し，学長就任への意思を確認した後， に教職員による意向投票の結果をそのまま学
その者を学長として選考する。 長選考に反映している場合も見られる。しか

３ 前項により学長を選考したときは，速やかに しながら，学内外から幅広く人格識見ともに
その旨を学長に報告するとともに公表するもの 優れた人材を学長に登用しようとする法制度
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とする。 の趣旨からして，過度に学内の意見に偏るよ
うな選考方法は適切とは言えない。

学長選考組織が，主体性をもって，意向投
票の結果を自らの選考の参考の一つとして活
用することはあり得る。例えば，学長選考組
織が大学に求められる学長像にふさわしい候
補者を数名に絞り込んだ上で，候補者のビジ
ョンを学内に示し，支持が得られる人物であ
るかを確認するために実施するなどの手続
を，内部規則等を変更して規定しておくこと
等が考えられる。

重要なことは，意向投票の結果は飽くまで
参考の一つであり，学長選考組織がその権限
と責任において学長を最終的に決定すべきと
いうことである。

（学長の再任時における選考） ★「学長の再任時における選考」について★
第○条 学長選考会議は，学長の在任期間におけ 【ま】Ｐ.２４

る業績を踏まえて必要と認める場合，１回に限 Ⅲ－３．学長の選考・業績評価
り，第○条（※学長候補者の公募）から第○条 （３）学長の任期
（※学長の選考）までの規定によらず再任させ ○ 国立大学法人等については，学長が必要な
ることがある。 任期を確保することができるよう，例えば，

学長選考組織が，それまでの業績を確認し，
優れた業績を上げていると判断した場合は，
1 期目の選考時には，学長選考組織が意向投
票を行うことが適当と判断した場合であって
も，再任時には意向投票を行わずに再任を認
める等，柔軟な手続にしておくことも重要で
ある。

（再選考） 【現状】
第10条 学長候補者が学長就任の辞退を申し出た

ときは，この規則に基づいて改めて学長候補者
の選考を行う。

（選考結果等の公表）
第○条 学長選考会議は，学長の選考が行われた

ときは，当該選考の結果その他文部科学省令で
定める事項を公表しなければならない。

（学長の解任） ★日本は法治国家なので，粛々と，例えば解任の ★学長の解任について★
第○条 学長選考会議は，学長が次の各号のいず 手続き等もここで決めないといけない。 【ま】Ｐ.２５

れかに該当するとき，学長の解任を文部科学大 ★学長の業績評価に基づいて，場合によっては学 Ⅲ－３．学長の選考・業績評価
臣に申し出るものとする。 長の解任ということも考えないといけないが， （４）学長の業績評価
(1) 心身の故障のため，職務の遂行に堪えない 選考会議委員が本当に学長の業績評価を行える ○ 学長選考組織や監事は，学長に対してでき

と認められるとき だろうかということを考えなければならない。 る限り支援や助言を行うべきであるが，それ
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(2) 職務上の義務違反があるとき ★解任するにあたり，罷免権を持つのかどうかと でもなお，十分な業務執行が行われていない
(3) 職務の遂行が適当でないため，業績が悪化 と判断される場合には，学長選考組織は任命

した場合であって引き続き職務を行わせるこ いう問題や，罷免するときの条件などの内容をど 権者に対して学長の解任を申し出る責務があ
とが適当でないと認めるとき うするかを選考会議で議論していく必要がある。 る。

(4) その他学長たるに適しないと認められると ○ 特に国立大学法人及び公立大学法人では，
き 学長に権限と責任が集約されていることの帰

２ 学長選考会議が，学長の解任を決定する際に 結として，学長の評価体制を確立した上で，
は，当人の請求により弁明の機会を与えること 業務の実績が悪化した場合，法令の規定に基
ができる。 づき，任期の途中であっても交代することを

想定した制度を，内部規則等で整備する必要
（選考に関する事務の委嘱） 【現状】 がある。
第11条 学長選考会議は，学長の選考に関する事

務を事務局長に委嘱することができる。

（事務） 【現状】
第12条 学長の選考に関する事務は，総務部総務

課において行う。

（雑則） 【現状】
第13条 この規則に定めるもののほか，学長の選

考の実施等に関し必要な事項は，学長選考会議
の議を経て，議長が別に定める。

附 則 （略）
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